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長
洲
町
×
日
本
体
育
大
学

長
洲
町
の
に
ぎ
わ
い
創
出

３
月
23
日
、
長
洲
町
と
学
校
法
人
日
本

体
育
大
学
（
松
浪
健
四
郎
理
事
長
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
教
育
資
源
や
人
的
資
源

を
活
用
し
て
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

づ
く
り
」
の
各
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み

を
推
進
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
に
よ
る

明
る
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す

る
た
め
、
自
治
体
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

４
月
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
、
町
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補

助
金
」
の
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
内
で
企
画
・
実
施
す
る

「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
活
動
」
を
応
援
し
、

共
に
町
の
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め

の
新
し
い
補
助
金
制
度
で
す
。

　
多
様
な
団
体
が
主
体
と
な
り
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
２

種
類
の
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
学
校
法
人
日
本
体
育
大
学
は
、
講
演
や

講
習
会
へ
の
教
職
員
や
学
生
の
派
遣
を
は

じ
め
、
合
宿
や
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
、

部
活
動
の
地
域
移
行
を
踏
ま
え
た
指
導
者

研
修
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

や
教
授
、
学
生
た
ち
に
よ
る
講
演
会
や
競

技
指
導
の
ほ
か
、
地
域
部
活
動
の
指
導
者

に
対
す
る
養
成
講
座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
健
康
で
生
き

生
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

通
常
型

地
域
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
繋
が
る
公
益
的
な
事
業
を
支
援

　
▼
補
助
上
限
額
：
最
大
50
万
円

　
▼
補
助
率
：
対
象
経
費
の
８
割

　
▼
申
請
期
限
：
５
月
11
日
㊊

マ
ル
シ
ェ

手
作
り
品
や
特
産
品
の
販
売
な
ど
、

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
を
支
援

　
▼
補
助
上
限
額
：
最
大
10
万
円

　
▼
補
助
率
：
対
象
経
費
の
10
割

※ 

通
常
型
、
マ
ル
シ
ェ
と
も
に
、
国
や
県
、

各
種
団
体
な
ど
か
ら
の
補
助
を
受
け
て

い
る
事
業
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

「
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
い
」

そ
ん
な
あ
な
た
の
「
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
想
い
を
、
仲
間
と
一
緒
に
実
現
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
由
な
発
想
や
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
課

　
地
域
振
興
係

　
　
☎
（
78
）
３
２
３
９

＜協定項目＞
（1） 相互の学校・施設における

教育・研究および課外活動
に関すること

（2） 相互の教職員の交流または指
導員の派遣に関すること

（3） 相互の学生・生徒・児童など
の交流に関すること

（4） 相互の行事・イベントなどに
関すること

（5） 相互の施設利用に関すること

自
治
体
連
携
協
定
を
締
結
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
強
化
へ

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
補
助
金
を
交
付

地
域
経
済
の
活
性
化
へ

▲協定を交わす田成町長と学校法人日本体育大学
　松浪健四郎理事長（右）
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長
洲
町
×
肥
後
銀
行

長
洲
町
の
定
住
支
援

３
月
26
日
、
長
洲
町
と
株
式
会
社
肥

後
銀
行
（
笠
原
慶
久
代
表
取
締
役
頭
取
）

は
、
同
行
が
持
つ
金
融
機
関
な
ら
で
は
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
資
源
を
活

用
し
、
本
町
の
移
住
定
住
促
進
策
に
関
す

る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

社
会
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
と
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
支
援

制
度
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
夢
、
応
援
し
ま
す

　
子
育
て
中
の
家
庭
や
、
新
婚
の
夫
婦
が

町
内
で
住
宅
を
取
得
（
新
築
・
中
古
）
ま

た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
際
の
住
宅
ロ
ー
ン

利
子
の
一
部
を
補
給
し
、
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
ま
す
。

子
育
て
・
新
婚
世
帯
住
宅
ロ
ー
ン
利
子
補

給
金

　
▼
補
給
期
間
： 

最
長
3
年
間

　
▼
補
給
額
：
年
度
あ
た
り
最
大
20
万
円

ま
ち
の
未
来
を
つ
く
る
宅
地
開
発
を
応
援

　
良
好
な
宅
地
の
供
給
を
促
進
し
、
定
住

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
内
で

宅
地
開
発
を
行
う
民
間
事
業
者
と
、
事
業

の
た
め
土
地
を
提
供
す
る
土
地
所
有
者
の

双
方
を
支
援
し
ま
す
。

①
民
間
宅
地
開
発
事
業
補
助
金

　
▼
補
助
金
額
：
１
事
業
に
つ
き
３
０
０
万
円

②
土
地
提
供
奨
励
金

　
▼
奨
励
金
額
：
土
地
売
買
代
金
の
5
％

　  

（
上
限
50
万
円
）

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
就
職
な
ど
を
機
に
長
洲
町
か
ら
離
れ
る

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
の
移
住

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
よ

り
行
っ
て
き
た
若
者
定
住
就
職
奨
励
金
に

加
え
、
本
年
度
か
ら
は
新
た
に
若
者
奨
学

金
返
済
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
子
育
て
・
新
婚

世
帯
住
宅
ロ
ー
ン
利
子
補
給
金
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

　
連
携
の
内
容
と
し
て
は
、
同
行
の
持
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
町
の
施
策
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
定
住

を
更
に
発
展
さ
せ
ま
す
。

若
者
の
「
働
く
」
と
新
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

　
町
に
定
住
し
て
働
く
、
未
来
を
担
う
若

者
た
ち
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
町

で
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

若
者
定
住
就
職
奨
励
金

　
町
に
定
住
し
、
正
規
雇
用
で
就
職
し
た

若
者
の
新
生
活
ス
タ
ー
ト
を
応
援
し
ま
す
。

　
▼
奨
励
金
額
　
10
万
円
（
1
人
1
回
限
り
）

若
者
奨
学
金
返
済
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

　
町
に
定
住
し
て
働
く
若
者
の
奨
学
金
返

済
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
▼
補
助
金
額
：
上
限
額
12
万
円

　
※
１
人
に
つ
き
３
回
ま
で
（
最
大
36
万
円
）

　
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
や
宅
地
開
発
、
若

者
の
就
職
や
奨
学
金
の
返
済
ま
で
、
あ
な

た
の
「
長
洲
町
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う

想
い
を
力
強
く
後
押
し
し
ま
す
。

＜協定項目＞
（1） 移住定住の促進に関すること
（2） 持続可能なまちづくりに関す

ること
（3） 豊かな自然環境を活かした地

域活性化に関すること
（4） 企業誘致に関すること
（5） その他地域社会の活性化およ

び町民サービスの向上に関す
ること

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
町
の
施
策
を
広
く
Ｐ
Ｒ

移
住
定
住
施
策
の
更
な
る
発
展
へ

住
む
、
働
く
、
育
て
る
　

長
洲
町
が
あ
な
た
の
新
生
活
を
全
力
サ
ポ
ー
ト
！

制度の内容については
おしらせ（p19）でも紹介し
ております。

▲ 協定を交わす田成町長と株式会社肥後銀行マーケティング部
岩下酉紀部長（右）
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通
信
制
高
校
と
し
て
の
再
生
を

ま
た
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
、
ま
ち
の
活
力
向

上
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を

維
持
し
つ
つ
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地

域
利
用
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
財

政
負
担
を
伴
わ
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
事
業
内
容
や
条
件
に
つ
い
て
事

業
者
と
協
議
を
進
め
、
一
定
の
方
向
性
が
ま

と
ま
っ
た
段
階
で
町
議
会
へ
報
告
し
、
そ
の

後
、
協
定
の
締
結
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
長
洲
町
。

２
年
目
の
町
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
田
成
町
長
は
、
施
政
方
針
の
中
で

も
、『
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」「
地

域
経
済
の
活
性
化
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
最

重
要
施
策
と
位
置
づ
け
て
、一
つ
ひ
と

つ
着
実
に
形
に
し
て
い
き
ま
す
。』
と

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
日
本
体

育
大
学
と
の
自
治
体
連
携
協
定
の
締

結
や
、
肥
後
銀
行
と
の
包
括
連
携
協

定
を
締
結
。
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め

の
『
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
補
助
金
』
や
、
定
住
促
進
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
の
新
設
、
そ
し
て
旧

長
洲
中
学
校
跡
地
の
新
た
な
活
用
に

向
け
た
協
議
な
ど
、「
未
来
輝
く
長
洲

町
」
の
実
現
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
長
洲
町
な
ら
で
は
の
魅

力
を
活
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
、
さ
ら
に
力
強
く
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
地
域
の

皆
さ
ん
が
協
力
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
共
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

旧
長
洲
中
学
校
跡
地
に
つ
い
て
、
町
で
は
、

国
の
支
援
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
有
効
な
活

用
方
法
の
可
能
性
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
施
設
全
体
の
有
効
活
用
に
向
け

た
具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
事

業
者
の
公
募
を
実
施
し
、
内
容
を
確
認
し
た
な

か
で
、
今
後
協
議
を
進
め
る
事
業
者
と
し
て
学

校
法
人
立
志
舎
を
選
定
し
ま
し
た
。

跡
地
活
用
の
検
討
内
容
に
つ
い
て

主
な
内
容
と
し
て
は
、

・
通
信
制
高
校
の
設
置
・
運
営

・
地
域
と
連
携
し
た
体
験
学
習
や
交
流
の
実
施

・
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
地
域
利
用
の
継
続

・
避
難
所
機
能
の
維
持

な
ど
、
教
育
機
能
と
地
域
機
能
の
両
立
を
図
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
展
望

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
旧
長
洲
中
学
校
跡

地
は
新
た
な
教
育
拠
点
と
し
て
再
生
し
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
若
者
が
集
い
、
学
び
を
通
じ
て

地
域
と
関
わ
る
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

旧
長
洲
中
学
校
跡
地
の
新
た
な
活
用
に
向
け
て

協
議
を
開
始
し
ま
し
た

▲住民説明会の様子
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